
４月活動調査

ダイヤモンド就活ナビ2024

■ 調査対象 ／ 2024年3月卒業予定の大学院生・大学生

■ 調査期間 ／ 2023年4月6日(木)～2023年4月17日(月)

■ モニターレポート 4月調査内訳

■ 有効回答 ／ 471名

■ 調査方法 ／ Web入力フォームより回答

文系：75.8%　理系：24.2%

北海道エリア：2.5%　東北エリア：1.9%　関東エリア：65.6%　甲信越エリア：0.6%
東海・北陸エリア：2.5%　関西エリア：16.6%　中国・四国エリア：8.9%　九州・沖縄エリア：1.3%

日本大学　早稲田大学　慶應義塾大学　青山学院大学　駒澤大学　中央大学　専修大学
日本女子大学　法政大学　上智大学　京都大学　岡山大学　神戸大学　東京理科大学
千葉大学　関西大学　横浜国立大学

トピックス

文理

エリア

回答の多かった
大学

【 調査概要 】

就職活動進捗状況1
就職活動は前倒しで進行。内定を獲得した学生は50.0%に。
プレエントリー数は平均27.3社と減少する中、内定獲得社数は平均2.1社と増加。内定をもらった企業の
うち、入社を決めた（内定を承諾した）企業がある学生は過半数。

選考参加のきっかけ2
エントリーは「志望度の高い企業のみ」が増加。個別企業のセミナー・説明会に参加するきっかけは、
「インターンシップ類に参加した」（58.3%）がトップに。本選考を受けた企業、内定先にインターンシップ類
参加企業がある学生は7割超。

内定の状況3
「就職先を決定し、活動を終了している」学生は16.9%。「内定（内々定）しているが、納得いくまで活動する」
学生は44.2%。
現在の悩み・不安は「内定を得たので、活動を終了するか迷っている」が増加し、22.5%に。

就活観4
就職環境を「大いに楽観」「比較的楽観」する学生は4割超。入社したい企業は「大手を優先」「できるだけ大手
企業」が54.4%と過半数に。社会人への不安は多くの項目で減少する中「希望する部署に配属されるか」が
増加。



1 就職活動進捗状況

Q.1 現在の採用選考の進捗状況について教えてください。
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0 908070605040302010 （％）

就職情報サイト等でのプレエントリー

個別企業のセミナー・説明会参加

エントリーシート提出

動画選考（※24卒から選択肢に追加）

筆記・適性テスト

一次面接

二次面接

三次面接

役員面接・最終面接

内定獲得

平均社数

ある ： 52.1%

2024年卒

2023年卒

ない ： 47.9%

ある ： 30.8% ない ： 69.2%

Q.2 内定獲得企業のうち、入社を決めた（内定を承諾した）企業はありますか？

comment
就職活動の進捗は「エントリーシート提出」「筆記・適性テスト」が83.1%で最も多く、1次面接以降に進んでいる学生は前年同時

期からいずれも大幅に増加した。内定を獲得した学生は50.0%と前倒しで進行している。

同時期のプレエントリー数は23卒37.1社→24卒27.3社と減少する中で、内定獲得社数は23卒1.9社→24卒2.1社と増加して

おり、学生優位の環境がうかがえる。内定獲得した企業のうち、入社を決めた（内定を承諾した）企業がある学生も23卒30.8%→

24卒52.1%と増加し過半数となった。

0 403530252015105 （社）

就職情報サイト等でのプレエントリー

個別企業のセミナー・説明会参加

エントリーシート提出

筆記・適性テスト

一次面接

二次面接

三次面接

役員面接・最終面接

内定獲得

■ 24卒4月調査
■ 23卒4月調査

■ 24卒4月調査
■ 23卒4月調査
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0.0

83.1
74.3

79.2
63.1

57.8
33.2

32.5
9.1

58.4
22.5

50.0
17.6



2

Q.6 内定獲得した企業のうち、インターンシップ類に参加した企業はありますか？

■ 志望度の高い「企業」のみエントリーしている ■ 志望度の高い「業界」のみエントリーしている
■ 基本的に興味があればエントリーするが、社数は限定している ■ 少しでも興味があれば全てエントリーしている
■ セミナー・説明会が公開されている企業を中心にエントリーしている

■37.0％

■26.9％

■2.7％

■3.6％

■22.6％

■29.4％

■18.5％

■21.3％

■19.2％

■18.8％

2024年卒

2023年卒

インターンシップ類に参加した

就職サイトから検索で見つけた

インターンシップ類に応募した

メールや郵送DMの案内が届いた

就職部・教授、友人の紹介があった

リクルーター（内定者、OB・OG）の紹介があった

その他

学外の合同企業説明会や業界研究セミナーで
話を聞いた

学内の合同企業説明会や業界研究セミナーで
話を聞いた

comment
企業にエントリーする際の基準は「志望度の高い企業のみ」が23卒26.9%→24卒37.0%と大幅に増加し、「志望度の高い業界の

み」（19.2%）と併せて過半数の学生がエントリー先を絞り込んでいる。個別企業のセミナー・説明会に参加するきっかけは、「就職

サイトから見つけた」（55.6%）、「学外の合同説明会」（36.1%）を「インターンシップ類に参加した」（58.3%）が上回りトップに。

「本選考を受けた企業にインターンシップ類参加企業がある」学生は74.1%、「内定先にインターンシップ類参加企業がある」学生

は71.8%と、学生が選考に参加する企業を選択する際にインターンシップ類が重要なファクターとなっている様子がうかがえる。

2024年卒

ある ： 71.8% ない ： 28.2%

■ 24卒4月調査
■ 23卒4月調査

2 選考参加のきっかけ

Q.5 本選考（ES提出以降が該当）を受けた企業のうち、インターンシップ類に参加した企業はありますか？

2024年卒

ある ： 74.1% ない ： 25.9%

Q.3 企業にエントリーする際の基準を教えてください。

Q.4 個別企業のセミナー・説明会に参加するきっかけは何ですか？

0 70605040302010 （％）
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0.5



内定の状況3

Q.7 現在の就活状況について、最も当てはまるものを1つだけ選択してください。

3

0 605040302010 （％）

■ 就職先を決定し、活動を終了している ■ 進学などの他の進路を考えている
■ 就職希望だが、現在活動していない ■ 就職を希望し、活動を継続している

■16.9％

■5.6％

■69.6％

■86.4％

■10.1％

■4.5％

■3.4％

■3.5％

2024年卒

2023年卒

就職できるかどうか非常に不安だ

一般常識・SPI対策が出来ていない

面接を通過することができない

内定を得たので、活動を終了するか迷っている

自分に何が出来るか分からない

企業理解が深まらない

エントリーシートが書けない

自己PRするものがない

志望業種が絞れない

その他

学校の成績が悪くて心配だ

２年以上浪人・留年している

Q.8 今、抱えている悩み（不安）は何ですか？

■ 内定（内々定）しているが、納得いくまで活動する ■ 結果を待っている段階
■ まだ見込みが立っていない ■ その他

■44.2％

■18.8％

■12.5％

■14.1％

■0.0％

■1.8％

■43.3％

■65.3％

2024年卒

2023年卒

■ 24卒4月調査
■ 23卒4月調査

38.8
52.6

31.0
32.0

23.3
30.9

22.5
5.7

19.4
21.1

15.5
21.6

14.0
26.3

9.3
19.6

7.8
10.3

7.0
5.2

2.3
0.5

0.8
2.6

（Q.7で「活動を継続している」と回答した人にお聞きします）
現在の状況について、最も当てはまるものを1つだけ選択してください。



4

comment
「就職を希望し、活動を継続している」学生が69.6%と大多数となった。一方で、「就職先を決定し、活動を終了」した学生は23卒

5.9%→24卒16.9%と大幅に増加した。採用選考が前倒しで進んだことに伴って、就活を継続している学生のうち「内定

（内々定）しているが、納得いくまで活動する」学生は23卒18.8%→24卒44.2%と大幅に増加。内定を保持しながら就活継続し

ている学生は半数に迫る。

悩み・不安は「就職できるかどうか非常に不安だ」が23卒52.6%→24卒38.8%と大幅に減少した一方で「内定を得たので、活動

を終了するか迷っている」が23卒5.7%→24卒22.5%と増加した。

入社を決めた（内定を承諾した）理由は「社風がよい」（62.1%)「仕事に魅力を感じる」（51.6%）「安定性（経営基盤）がある」

（24.2%）となった。承諾の決め手では例年以上に「賃金・労働条件がよい」（22.1%）に関するコメントが目立つ。

Q.9 入社を決めた理由を、順位の高いものから3つお選びください。

Q.10 内定の決め手になった出来事や選択の基準があればお答えください。

社風がよい

仕事に魅力を感じる

安定性（経営基盤）がある

賃金・労働条件がよい

成長性・将来性がある

知名度がある

実力が発揮できる

キャリア形成に有利

社会的貢献度が高い

自分を高く評価してくれた

勤務地が希望に合った

国際性がある

技術力がある

先輩・知人が魅力的だった

人事担当者が魅力的だった

教育研修が充実

一番最初に内（内）定

社長が魅力的だった

その他

先生・家族・友人の勧め

● リクルーターの方が親身になって面接前後にエールを送って下さった。とても親切で率直かつ誠実な人柄の方が多く、そうした環境で働きたいと感じた。

● 自分が注目している業界や分野を扱っていたことと、周りの人もそれを後押ししてくれたから。

● 選考に進む時点で自分の中での最低条件をクリアしていたが、まだ不安があったため内定後に社員の方々との面談を設定していただき、不安が解消されたから。

● インターンシップ参加会社だから。人事の方の対応もよく、社風があっていると感じた。

● 待遇（給与）、社風、将来の可能性。キャリアプランを考えたときどこに入ると一番良いか考えた結果。

● 社員の雰囲気や企業の知名度・安定度。給与は同業界と比べそこまでかもしれないが、ワークライフバランスはとても良い。

● 業界、職種、労働条件が自分の軸や希望と一致していた。職種採用だったのがありがたかった。

● 社風・友人の話・年収。長く働ける会社だと思ったから。
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0.0

0 70605040302010 （％）



■9.6％

■4.1％

■1.5％

■0.5％

■18.4％

■38.3％

■38.2％

■38.3％

■32.4％

■18.7％

2024年卒

2023年卒

comment
就職環境を「大いに楽観視している」学生は23卒4.1%→24卒9.6%、「比較的楽観視している」学生は23卒18.7%→24卒

32.4%と楽観視する学生が増加した。

入社したい企業は「大手を優先し、中堅以下の企業には絶対行きたくない」が23卒7.2%→24卒16.2%、「できるだけ大手企業に

行きたい」が23卒35.9%→24卒38.2%と大手志向が過半数となり、学生優位の環境がうかがえる。

社会人になるにあたっての不安は、多くの項目で減少する中「希望する部署に配属されるか」が増加した。

4 就活観

Q.11 就職活動の環境について、どのような感想をお持ちですか？

5

■ 大いに楽観視している ■ 比較的楽観視している ■ 苦戦するかもしれない
■ 展望が見えず悲観的だ ■ その他

■16.2％

■7.2％

■25.7％

■27.7％

■1.5％

■3.1％

■4.4％

■3.1％

■14.0％

■23.1％

■38.2％

■35.9％

2024年卒

2023年卒

Q.12 どんな企業に入社したいと思いますか？現在の考えに近いものを教えてください。

■ 大手企業を優先し、中堅以下の企業には絶対行きたくない ■ できるだけ大手企業に行きたい
■ 中堅・ベンチャー企業も含めて就職希望先を考えている ■ やむを得ず中堅・ベンチャー企業へ行くこともある
■ 積極的に中堅・ベンチャー企業へ行きたい ■ やりがい、適性が合えば企業規模は問わない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 （％）

仕事を上手く進められるか

会社の組織・風土になじめるか

自由時間を十分にとれるか

職場での人間関係が上手く構築できるか

希望する部署に配属されるか

専門知識が不足していないか

希望する勤務地に配属されるか

PCやITスキルが不足していないか

社会人としてのマナーが不足していないか

その他

Q.13 社会人になるにあたっての不安について教えてください。 ■ 24卒4月調査
■ 23卒4月調査

65.2
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42.8

42.4
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33.3
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33.3
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31.1
38.7

28.0
32.5

28.0
44.3

0.8
0.0


